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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

浜通り地域では、⽔稲育苗ハウスを有効活⽤するため、ブドウ栽培が進められている。薬剤の
使⽤を最⼩限に抑えつつ、害⾍を防除するには防⾍ネットの導⼊が効果的であるが、重要害⾍で
あるチャノキイロアザミウマは微⼩なため、その侵⼊によって被害を及ぼすことが懸念される。
そこで、施設栽培などで利⽤され、チャ栽培において既に効果が確認されている⾚⾊防⾍ネット
の本種に対する侵⼊抑制効果についてブドウ栽培で検証した結果、その効果が⾼いことが改めて
明らかとなった。  
                                                

（１） 川内村の現地ほ場において、⽔稲育苗ハウス側⾯に⾚⾊防⾍ネットを設置した結果（図１）、
⼤型の害⾍であるクビアカスカシバ及びマメコガネをはじめ、微⼩害⾍であるチャノキイ
ロアザミウマのハウス内での誘殺数を減らすことができた（表１）。 

（２） 所内において、トンネルハウスでの⾚⾊防⾍ネットと⽩⾊防⾍ネットの効果を⽐較した結
果、⾚⾊防⾍ネットは、⽩⾊防⾍ネットに⽐べて、チャノキイロアザミウマの誘殺数が少な
く侵⼊抑制効果が⾼いことが明らかとなった(図２）。 

 
２ 期待される効果 

（１） 本種のハウス内への侵⼊を抑制することで、薬剤散布の回数を削減することが可能である。 
 
３ 適⽤範囲 

（１） 県内のハウスを活⽤したブドウ⽣産者 
 
４ 普及上の留意点 

（１） 本種に対しては、⾚⾊防⾍ネットを設置しても完全に侵⼊を防ぐことはできないため、果
実への袋かけは必ず実施し、発⽣状況に応じて薬剤による防除を検討する。 

（２） ハウスに隙間や破損がある場合、害⾍の侵⼊経路となるため、随時ハウスを確認し適切に
補修する。 

（３） ㎡当たりの単価（税込）は⾚⾊防⾍ネット 183 円、⽩⾊防⾍ネット 165 円（参考価格）。 



 

図１ ⾚⾊防⾍ネットを導⼊した
⽔稲育苗ハウス 
（川内村、2020 年） 
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図２ ブドウにおける粘着板トラップに対するチャノキイロアザミウマの誘殺数 
（果樹研究所、2020 年） 

表１ ⾚⾊防⾍ネットを導⼊したブドウ栽培における 
各種トラップに対する害⾍の誘殺数 
（川内村、2020 年） 


